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　10月１日から始まった“赤い羽根共同募金運動”は、今年も皆
様のご協力をいただき、たくさんの寄付が集まっています。
　現在集計作業中ですので、広報「ふくし」７月号にて結果をお知
らせします。

令和元年度 赤い羽根共同募金にご協力ありがとうございました
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　新年あけましておめでとうございます。

　皆様におかれましては、明るく希望に満ちた新春をお迎えのことと、心からお慶び申し上げます。

　日頃から、木古内町社会福祉協議会の地域福祉活動や介護保険事業等の取り組みに、深いご理解とご協

力を賜り厚くお礼申し上げます。

　さて、社会構造の変化や生活環境の変化を踏まえ、人と人とが繋がることで、暮らしに安心感と生きが

いを生み出し、地域をともに創っていく社会の実現に向けた福祉改革が始まっています。

　当社協では「ともに支えあう、安心・安全・福祉のまちづくり」を基本理念に、住民・行政・関係機関・

ボランティア等との連携と協働のもと、地域福祉向上に役職員一丸となって取り組んでおります。また、

町からの受託事業を含め、当社協が中心となっている地域福祉活動の実施にあたっては、事業効果が最大

限発揮できるよう適正な運営に努めてまいります。

　今後も、地域の中でお互いが思いやりや気づかいあう地域づくりをめざし、誰もが安心して暮らせるよ

うに、皆様とともに取り組んでまいる所存ですので、より一層のご協力とご支援を賜りますようお願い申

し上げます。

　結びに、本年が皆様にとりまして、幸多い年となりますようご祈念申し上げ、年頭のご挨拶といたします。

２０２０年の年頭にあたり
社会福祉法人　木古内町社会福祉協議会　

会　長　工　藤　嗣　美

●木古内町社会福祉協議会　役員 ●木古内町社会福祉協議会　評議員

会　　長	 工　藤　嗣　美	（自治組織　札苅）

副 会 長	 渡　辺　　　悟	（自治組織　佐女川）

理　　事	 木　村　由美子	（自治組織　第２朝日）

理　　事	 竹　田　光　伸	（自治組織　中央会）

理　　事	 大　澤　富士子	（ボランティアセンター）

理　　事	 松　台　祐　吉	（学識経験者）

理　　事	 羽　沢　裕　一	（保健福祉課長）

監　　事	 草　彅　清　美	（学識経験者）

監　　事	 小　泉　五　郎	（学識経験者）

　　　　　他　　職員一同

評 議 員	 竹　田　博　泰	（自治組織　中央会）

評 議 員	 福　嶋　克　彦	（自治組織　港町）

評 議 員	 鈴　木　了　介	（自治組織　新道）

評 議 員	 佐　藤　　　悟	（自治組織　中野）

評 議 員	 鈴　木　慎　也	（自治組織　緑町）

評 議 員	 吉　川　衆　司	（自治組織　札苅）

評 議 員	 谷　口　光　世	（福祉施設いさりび）

評 議 員	 脇　本　武　夫	（民生委員協議会）

評 議 員	 平　野　美　香	（商工会女性部）

評 議 員	 西　山　迪　子	（更生保護女性会）
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　地域住民の福祉活動に携わる関係者が一堂に会し、今後の社会福祉活動をさらに推進していくための研

修を年に１度開催しています。

　令和元年度は、11月８日（金）に木古内町役場において、「手話」をテーマに、函館聴覚障がい者協会よ

り渡邊氏・川﨑氏、また函館手話通訳問題研究会より畠山氏・菊池氏をお招きし、講話と手話で参加者そ

れぞれの苗字を学ぶ体験を行いました。

▲ 三つの協議会から31名が参加

▲ 学んだ自己紹介を実践体験

▲ 聴覚に障がいを持つ方が日常で困ることなど

▲ 手話の“拍手”で講師に感謝を伝えます

　10月26日（土）と27日（日）に中央公民館で行われた町民文化祭で、木古内社協は恒例の活動写真

パネル展示を行いました！

　社協の福祉事業（森林浴とお散歩を楽しむ会・ピンコロ会・かようサロン）や共同募金委員会（街

頭募金活動など）、ボランティアセンター（住民福祉の集い）のそれぞれのこの１年の活動の一瞬を

写真で紹介し、社協広報誌「ふくし」のバックナンバーを自由にお持ち帰りできる様に設置させてい

ただきました。

◦木古内町社協・民協・町連合同研修開催◦

展示パ ネ ル町民文化祭
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　社協が木古内町民健康づくり推進協議会との共催で年に1度開催している「健康づくり講演会」を行い

ました。

　９月12日（木）に健康管理センターにて、内科高橋清仁クリニック　高橋清仁院長を講師に「糖尿病に

ついて」をテーマに講演いただき、また、西堀病院　栄養課長　阿部優子管理栄養士を講師に「糖尿病を

予防する食事について」を講演いただきました。

　43名の参加者の皆様は、ときおりうなずきながら熱心に耳を傾けていました。

▲ 健康づくり推進協議会　渡辺会長より挨拶

▲ 阿部先生による講演

▲ 受付では試供品配布

▲ 高橋先生による講演

▲ 沢山の方にご参加いただきました

▲ 健康づくり推進委員の皆様による試食

健 康 づ く り 講 演 会 開催しました
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森林浴とお散歩を楽しむ会森林浴とお散歩を楽しむ会 in森林浴とお散歩を楽しむ会森林浴とお散歩を楽しむ会 inin
　歩くことで健康と体力・筋力を維持し、いきいきとした毎日を過ごしてもらうことを目的に「森林

浴とお散歩を楽しむ会」を春・秋の年２回開催しています。

　秋は10月16日（水）に22名と18日（金）に25名の参加者とスタッフが、江差町のかもめ島公園を

散策し厚沢部町のうずら温泉で昼食と温泉を楽しみました。

10月16日

秋

16日は風が強く小雨もぱらついたので、外の散策はあまりできませんでした

10月18日 天気に恵まれ、多くの参加者さんがかもめ島一周探索をしました♪
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　地域に定期的な集いの場を提供し、閉じこもり防止や筋力・体力低下の防止、将来の介護リスクを

軽減する目的で、２地域で月に１度ずつ「ピンコロ会」を開催しています。

ピンコロ会・かようサロンとも　お気軽にご参加ください。

　「ひとりで食事をするのが寂しい」「最近外に出る機会が少ない」そんな皆様と月に１度、集まってしゃ

べったり、お昼ごはんをいっしょに食べましょう♪

　という「火曜に」「通う」 “かようサロン”を、４月から毎月第３火曜日に開催中！

　お気軽にご参加ください！！

を開催していますピ ン コ ロ 会

を開催していますか よ う サ ロ ン
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去年・一昨年ミニサロンを行った地域にも、その後の様子を見に伺っています

生活支援コーディネーターより生活支援コーディネーターより
　生活支援コーディネーターが活動する「木古内町生活支援地域支えあい推進協議体」の事業の一環とし

て、色々な地域で集いを創出するために「ミニサロン」を開催しています。

▲ 古新聞を使った脳トレゲームや首相撲（新栄町地域）

▲ コーディネーターお手製の昭和歌謡カルタで熱唱や手作りオセロで白熱！（佐女川地域）

▲ 介護が必要になったらどうすれば良いか学びました ▲ サラリーマン川柳をクイズに

（釜谷・新道・港町・札苅など）
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10月１日

10月６日

11月３日

　10月１日から12月31日まで行われた“赤い羽根共同募金運動”では、木古

内町内の各女性部・老人クラブの皆様にご協力いただき10月１日に出発式と役

場などへの職域募金、６日には街頭募金11月３日には木古内中学校の生徒の皆

様にご協力いただき、産業まつり会場での街頭募金を行いました。皆様、ご協力

ありがとうございました。

募金にご協力いただいた皆様、ボランティアにご協力いただいた皆様、
ありがとうございました

木古内町共同募金委員会木古内町共同募金委員会木古内町共同募金委員会

▲ 大森町長より激励の挨拶

▲ 道の駅の前で街頭募金運動

▲ �３名の中学生ボランティアと教
頭先生にご協力いただきました

▲ 共同募金委員会　大澤会長の挨拶

▲ コープさっぽろで街頭募金運動

▲ さっそく募金運動開始です！

▲ 沢山の皆様にご協力いただきました

▲ ラルズマートで街頭募金運動

▲ 沢山の募金をいただきました

出発式、公共施設などへの職域募金

道の駅・コープさっぽろ、ラルズマートでの街頭募金活動

産業まつり会場での街頭募金活動
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赤い羽根共同募金は

� 木古内に役立てられています
　皆様から集まった赤い羽根共同募金は、その約８割が、“じぶんの町
をよくする”ために、木古内町共同募金委員会から様々な団体へ助成さ
れ、まちの皆様へ還元されています。

たとえば…
　　◆町内会での、見守り活動や高齢者福祉活動へ助成されています。
　　◆福祉団体や学校などの活動へ助成されています。（学生のボランティア活動 など）
　　◆社協の福祉事業へ助成されています。

赤い羽根共同募金は

� 木古内に役立てられています

▲ 下町のふれあい及び見守り事業

▲ 社会福祉協議会の「森林浴とお散歩を楽しむ会」や「かようサロン」事業　など

▲ 新道の高齢者等福祉事業

木古内町老人クラブ連合会
精神障害者回復者クラブふきのとうサークル
木古内町子ども会育成連合会
木古内町男女平等参画推進協議会
木古内町心身障害児者福祉協会
木古内つくしんぼの会
木古内町立木古内小学校
下町町内会
新道町内会
木古内町町内会連合協議会
地域ボランティア団体「札苅やる会＂」

木古内町社会福祉協議会
　　・入浴ボランティア事業
　　・住民福祉の集い事業
　　・ボランティアセンター事業
　　・広報誌発行事業
　　・森林浴とお散歩を楽しむ会事業
　　・介護予防体操教室 「ピンコロ会」 事業
　　・健康づくり講演会事業
　　・かようサロン
　　・買い物レク

令和元年度は、下記の団体が助成を受けています。
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この広報紙は、赤い羽根共同募金の助成金で発行されています。 

介 護 保 険 は

こんなときにお役に立ちますこんなときにお役に立ちます
住みなれた木古内町で安心して生活するために住みなれた木古内町で安心して生活するために住みなれた木古内町で安心して生活するために

高齢者や障がいのある方で介護が必要になりましたら
お気軽にご相談下さい。

★ケアマネージャー

★ホームヘルパー

○�要支援または要介護と認定された方が適切な介護サービスを受けられるようにするた

め、生活相談・介護相談・利用者の申請代行・介護サービス計画の作成などを行います。

○�介護が必要な方のご家庭を訪問し、身体介護や生活援助のサービスを提供します。

○朝や寝るときの着替え、おむつの着用など。

○トイレの介助、身繕いの介助。

○日常の着替え、体の清拭、洗髪など。

○食事の介助、配膳から後かたづけなど。

○じょくそう防止の体位変換・医師の指示で服薬管理など。

○食事の調理や、日用品の買い物など。

○衣類の洗濯や整理、利用者が日常使用している部屋などの掃除。

○少額のお金の取扱いや薬の受け取り、役場などへの事務手続き。

身 
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指定居宅介護支援事業所　訪問介護・障害者居宅介護事業所
社会福祉法人　木古内町社会福祉協議会

木古内町字本町150番地１　☎（01392）2－2780・2－2254　FAX（01392）2－4475


